小豆島伝統産業 : 小豆島手延素麺協同組合と有限会社井上誠耕園を事例に by 宮嵜 晃臣






















オリーブ栽培面積は 1964 年にピークの 130ha を記録したものの、1972 年には 40ha に減少し、







合は小豆島町で 36.8％、土庄町で 33.7％で、同 26％の香川県の中でも高齢化が進んでいる地域
である。 
つまり、小豆島の伝統産業はグローバル化のなかで、また高齢化のなかで、さらにバブル崩
－ 92 － 
壊後の厳しい環境の下で運営されているのである。こうしたトリレンマの環境の下で小豆島の
伝統産業がいかに運営され、地域の雇用を担う重要な役割がいかに実現されているか、この課











町と池田町が合併し小豆島町が誕生し、現在、土庄町と 2 町によって構成されている。 










は小豆島町が 1 位、土庄町が 2 位、
生産年齢人口比率の低さでは小豆島
町が 1 位、土庄町が４位、老年人口比率の高さでは小豆島町が 1 位、土庄町が４位と、小豆島
では少子高齢化が顕著に示されている。 
 さらに、図－１、図－２で各々小豆島町、土庄町の年齢別人口構成をみると、それぞれの少
子高齢化の状況が判別される。小豆島町の 20代の人口は 1,085人、80代の人口 1,393人を下回っ










全国 13.1 63.6 23.3
四国 12.6 60.1 27.3
香川県 13.4 60.6 26.0
市部 13.6 60.9 25.6
郡部 12.6 59.1 28.3
小豆郡 10.1 54.6 35.3
土庄町 10.3 55.9 33.7
小豆島町 9.9 53.3 36.8
資料；総務省『人口統計』 (2012 年 4 月）、香川県統計調
査課『香川県の年齢別推計人口』(2011 年 12 月）より作成
－ 93 － 













香川県統計調査課『香川県の年齢別推計人口』(2011 年 12 月）より作成 
 
 












資料：平成 17 年国税調査 
 
 
高い市町 割合(%) 高い市町 割合(%) 高い市町 割合(%)
宇 多 津 町 17.2 宇 多 津 町 65.7 小 豆 島 町 36.8
丸 亀 市 14.9 高 松 市 62.6 東かがわ市 34.3
高 松 市 14.3 三 木 町 62.1 琴 平 町 33.9
三 木 町 13.5 丸 亀 市 61.6 土 庄 町 33.7
多 度 津 町 13.2 善 通 寺 市 61.5 ま ん の う 町 31.6
低い市町 割合(%) 低い市町 割合(%) 低い市町 割合(%)
小 豆 島 町 9.9 小 豆 島 町 53.3 宇 多 津 町 17.1
土 庄 町 10.3 琴 平 町 55.1 高 松 市 23.2
東かがわ市 10.4 東かがわ市 55.2 丸 亀 市 23.5
直 島 町 10.7 土 庄 町 55.9 三 木 町 24.4
琴 平 町 11.0 ま ん の う 町 56.5 善 通 寺 市 25.4
(0～14歳) (15～64歳) (65歳以上)
年少人口 生産年齢人口 老年人口


























































男 8,121 人 女 9,136 人
－ 94 － 























資料；平成 22 年香川県の工業 より作成 
 





資料；平成 22 年香川県の工業 より作成 




械 生産機械 電気機械 輸送機械 その他
小豆郡　計 6,432,632  4,810,137 131,246 χ χ 80,659  χ 100,584 380,011 235,036 66,957  χ 117,154 χ
土 庄 町 2,851,620  2,447,627 117,636 χ - χ - 31,163  χ χ - χ χ χ
小豆 島町 3,581,012  2,362,510 13,610  - χ χ χ 69,421  χ χ 66,957  χ χ - 






機械 生産機械 電気機械 輸送機械 その他
小 豆 郡 計 2,736 1,827 272   9     6     68    113   76    115   43    62    76    58    11    
土 庄 町 949   512   231   9     - 64    - 23    29    16    - 27    27    11    
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－ 95 － 































産業計 食料品 繊維 木材 パルプ・紙 印刷 化学 窯業・土石 金属 はん用機械 生産機械 電気機械 輸送機械 その他
小豆郡計 156    110    14     1      1      3      2      8      3      3      3      3      4      1      
土 庄 町 70     47     10     1      - 2      - 3      1      1      - 1      3      1      














つくだに 醤油 そうめん(所) (所)
126 141 157




























総数 専業 兼業 計 田 畑 樹園地
1970年 2,021 288 1,733 976 274 412 288
1975年 1,665 188 1,477 736 220 251 265
1980年 1,508 201 1,307 630 198 209 223
1985年 1,308 225 1,083 490 169 163 158
1990年 978 206 772 388 146 127 115
1995年 817 153 664 306 127 81 98
2000年 692 69 513 254 106 67 81
2005年 629 74 174 152 62 35 55
2005年
/1970年 31.1% 25.7% 10.0% 15.6% 22.6% 8.5% 19.1%
農　　家　　数(戸） 経　　営　　耕　　地　　面　　積（ha)








資料；小豆島町『町勢要覧 2010 資料編』より作成 
 

























香川県 1,277 86.2 100
市部 1,298 87.6 101.6
小豆郡 994 67.1 77.8
土庄町 988 66.7 77.4
小豆島町 999 67.5 78.2
資料；2011 年版 個人所得指標(株式会社 JPS)より作成 
総数 自給農家 専業 兼業 計 田 畑 樹園地
1970年 2,403 - 337 2066 799 207 349 242
1975年 1,899 - 289 1610 615 149 237 224
1980年 1,663 - 302 1361 493 113 184 197
1985年 1,477 - 344 1133 409 107 158 144
1990年 832 - 216 616 266 78 106 82
1995年 671 - 178 493 212 73 77 62
2000年 555 319 79 157 181 56 72 53
2005年 633 428 81 124 104 42 34 28
2005年
/1970年 26.3% ‐ 24.0% 6.0% 13.0% 20.3% 9.7% 11.6%
農　　家　　数(戸） 経　　営　　耕　　地　　面　　積（ha)





















 小豆島の素麺の歴史は 400 年を有する。パンフレット「小豆島手延素麺協同組合 島の光」
には以下のように記されている。 














 さて、小豆島手延素麺協同組合の沿革を以下 HP から転載しておきたい。 
 
明治 24(1891) 「小豆島池田素麺商営業組合」を結成。加入者 286 名 頭取に福崎清助がなる。 
明治 27(1894) 生産高 4 万 3800 箱になる。 
明治 38(1905) 素麺生産、4 万 6243 箱、小麦粉 1 万 3505 俵、業者 537 人になる。 
明治 40(1907) 「小豆島素麺同業組合」ができる。組合長に森遷氏。素麺、7 万 9177 箱、素
麺箱、9 万 3411、業者 619 人となる。 
明治 44(1911) 手延素麺 3 万 9199 箱、機械・饂飩 5 万 1923 箱を生産する。 
大正 3(1914) 手製 61,119 箱、機械 61,002 箱の生産製造者 345 人、仲買 43 人、製粉業者 46 人。 
大正 6(1917) 立張り式製法を始める。 
大正 10(1921) 手製 87,227 箱、機械 67,085 箱の生産。製造者 390 人、仲買 45 人、製粉業者
47 人。 
大正 11(1922) 同業組合長に、八代田勝次郎を選任。はじめて台湾、朝鮮等へ販売した。 
大正 12(1923) 「検査員事務心得」を規定、極寒製を除く、寒製と春製を廃止した。 
大正 13(1924) 手延 3 万 2174 箱、機械 4 万 3564 箱を生産。素麺製造者 425 人、製粉業者 50
人、合計 513 人。 
昭和 2(1927) カケバの機械(川端式)、五徳式カケバが考案され、組合で公開された。 
昭和 7(1932) 協同作業場が建設され、落成式があった。 
昭和 8(1933) 「小豆島製粉製麺工業組合」ができる。 
昭和 10(1935) 「小豆島手延素麺工業組合」ができる。 
昭和 11(1936) 香川県乾麺統制組合小豆郡支部ができる。 
昭和 12(1937) 組合員 338 人、(製麺者 273 人、機会
マ マ
12 人、製粉 38 人、入器箱 15 人) 
 北地 70 人、迎地 30 人、大鐸 29 人。 
昭和 18(1943) 1 月 25 日「小豆島素麺同業組合」が「香川県手延素麺工業組合」になる。 
昭和 19（1944） 「香川県乾麺統制組合」が 5 月 22 日設立された。 
昭和 26(1951) 10 月 6 日「小豆島手延素麺製粉協同組合」を結成（理事長、八木金造、組合
員 185 名）生産量 2 万 6,000 箱をこえる。 
昭和 43(1968) 専業化が進み、別製部をもうけて、冷麦・別製素麺の製造に努力した。 
                                                     
1 この順位は、同組員代表理事三木義忠氏からのご指摘による。 
－ 99 － 
 (寒製 5%、別製 20%の上昇となる)寒製、別製が 10 万箱に近づく。 
 (9 万 6600 余箱) 
昭和 45(1970) 土庄、大木戸、肥土山、四海方面の新規組合加入者が増える。組合員 194 人、
生産が 10 万箱をこえた。 
昭和 54(1979) 生産が 34 万箱をこえ、販売価格は 30 億円となる。別製（春製、夏製素麺）が
5 万箱をこえる。組合員 268 人。 
昭和 56(1981) 生産が 246,900 箱、組合員 268 人になる。東京への販売に力を入れる、テレビ
で広告するようになる。 
昭和 59(1984) 全国のデパートで、「小豆島の素麺」が中元商品として定着した。 
 生産 29 万 6 千余箱、組合員 249 人。小豆島手延素麺製粉協同組合青年部設立
総会開催。 
昭和 60(1985) 11 月 1 日「小豆島手延素麺製粉協同組合」の規約が施行された。 
昭和 63(1988) 「島の光」「島の月」の製造、販売だけでなく、特注麺にも力を入れ、製造、
販売のバランスをとり安定経営をはかるようになった。 
平成 3(1991) 生産 30 万 9883 箱となり、寒製、春製、夏製で 1 万 4 千箱増産して 30 万箱を
こえた。「小豆島手延素麺協同組合」になる。組合員 242 名。4 月、小豆島ふ
るさと村に手延そうめん館オープン。素麺の製造工程が見学できる観光施設が
できる。組合設立 100 周年。 
平成 4(1992) 「素麺技能士」の制度をもうける。青年部の 61 名がこれに参加した。 
 生産 31 万 3194 箱となる。百貨店やスーパーの売上が低下する。 
平成 5(1993) 組合員 240 名。直営の「製品加工場」「移動ラック倉庫」が完成し、4 月 1 日
より自動包装、箱詰、センコ巻をはじめる。 
 8 月、池田町ふるさと村で、555M の世界最長の素麺流しをする。 
平成 6(1994) 寒製生産過去最高。23 万 818 箱を生産する。（約 3,500 箱増加） 
平成 7(1995) 組合員 238 名、うち池田町 107 名（池田 43 名、蒲生 36 名など）、土庄町 111
名（伊喜末 20 名、肥土山 24 名など）内海町 18 名（神懸通及び安田 6 名ずつ
など） 
平成 18(2006) 当組合所在地の池田町が内海町と合併。住所が「香川県小豆郡小豆島町池田
1031 番地」となる。現時点 組合員名 154 名（操業者 132 名、休業者 22 名） 
平成 23(2011) 高齢化が進み、組合員 137 名（操業者 118 名、休業者 19 名）2 
 
                                                     
2 注 1 と同じ。 
－ 100 － 
Ⅱ－２．手延素麺の製造方法と「島の光」の特徴 
 小豆島手延素麺 400 年の歴史の中、小豆島手延素麺協同組合も現在の原型が作られて 120 年





 その手延素麺の品質表示基準については 2000 年 3 月 31 日農林水産省告示第 513 号に定めら









第 1 条 本規約は、定款第 6 条に基づき、手延べ干しめんについての製造工程に自主基準を
定め、手延べ干しめんの製品品質特性の維持を図るために制定する。 
（製造工程基準） 
第 2 条 手延べ干しめんについての製造工程は、次を基準とする。 
１）手延べそうめん 
製造工程名 内容 製造工程詳細 
捏前工程 混捏 小麦粉と塩水(その他の原材料があるときは、その他の原材料を含
む)を練り合わせる。 




掛巻工程 管掛け 熟成した麺紐を、より掛けながら平行稈に 8 字型に掛け付ける。 




機械投資に平均 5,000 万円ほどかかるという。 
－ 101 － 
製造工程名 内容 製造工程詳細 










































－ 102 － 






渦巻き状(太さ約 50 ㍉)に切り、太い紐状にする。 
 
第 3 工程【油返し】 






第 4 工程【細め】 


















































 乾燥した麺を規格の 19 ㎝に切断する。 
 
第 11 工程【箱詰め】 
 小割された麺を、規格の 50 ㌘に計量結束し、金属検出機に通して箱詰めする。 
 
第 12 工程【製品検査】 












注：4 月 10 日に撮影したものなの
で、この素麺は春製。 












































































－ 106 － 
に示されている事例と考えられよう。 
③ 組合員数の推移 
 組合員は一口 2,000 円の出資金を 150 口納めることになっている。さてその推移をたどって
おくと、図－３のようになる。 
 この図は同組合 HP 並びにヒアリング当日いただいた資料から作成したものである。当日三
木代表理事よりうかがったことでは、2011 年の 137 名の組合員数のうち実際に稼働しているの























同協同組合の出荷割合はギフト向けが 7 割、量販向けが 3 割であったという。現在はその割合














－ 107 － 















 まず、市場競争の観点から。図－4 から明らかなように、手延素麺の生産量はピーク時の 1979































































                                                     
5 「島の光」の特徴は 9 回もの熟成を重ねる点にある。しかしタイガースは熟成という点ではさらに輪を
掛けている。何せ優勝までの熟成期間を 21 年もかけたのであるから。タイガースファンは辛抱強い。だか
ら小豆島手延素麺協同組合にも「とことん応援しまっせ」の方針を貫徹されることが望まれた。 
















































を創設、4 月 22 日オリーブ苗木 519 本を定植。他に三重県、鹿児島県にも植樹
したが、成功したのは小豆島のみ。 
昭和 22(1947) オリーブ指定試験は農林省仏生山野農事改良実験所小豆島試験地として引継ぎ 
昭和 25(1950) オリーブオイルの価格騰貴によりオリーブ栽培熱高まる 
昭和 26(1951) 同小豆島試験地は県に吸収され、香川県農業試験場小豆分場として発足 
昭和 30(1955) 化粧用オリーブオイルブーム始まる 
昭和 34(1959) オリーブ製品の輸入自由化始まる 




昭和 60(1985) 輸入オリーブオイルの増加が始まる 
昭和 63(1988) 香川県オリーブ公園開園 
平成 8 (1996) 食品製造・販売会社による「小豆島オリーブ協会」発足 




                                                     
6 以下の記述は香川県農業試験場「小豆オリーブ研究所 沿革」 
（http://www.pref.kagawa.jp/noshi/soshiki/syouzu/2-4-1,html）， 
オリーブナビ小豆島館内の掲示文書等を参考とした。 
－ 111 － 




長期的には叙上のように 1960 年代に栽培面積は 130ha に達した後、以降急減し、1972 年には



































































































































－ 112 － 
① 同社の沿革7 
昭和 15(1940) 初代園主井上太子治(たすじ)、どんぐり畑の開墾をはじめ、蜜柑を定植 
昭和 21(1946) 農業試験場の担当官に勧められ、オリーブを定植(井上誠耕園の開園) 
昭和 23(1948) 井上太子治のノートにミツショーン(ミッション)44 本、マンガニーロ 
(マンザニロ)10 本、ラツカ(ルッカ)2 本、計 56 本の入植位置を記載 
(4 月 13 日) 
昭和 40 年代 二代目園主井上勝由の代、オリーブの新漬けを考案、蜜柑が成木になり、多く
の実をつけるようになり、お遍路さんの要望で蜜柑の配送を始める 






















                                                     
7 以下の記述は井上誠耕園物語（http://www.inoueseikouen.co.jp/dayori/index.html）、パンフレット「OLIVE 
オリーブの物語 井上誠耕園から」、4 月 10 日に井上智博園主からうかがった話を参考とした。 










































社員 1 9 26 5 3 8 11 63 
パート 1 1 23 1 0 1 16 43 














 図－５ にあったように香川県のオリーブ収穫量は 1997年以降増大傾向にある。直近の 2010
年には長期停滞期前の耕作面積のピーク 130ha に肉薄する 119ha に達した。しかし収穫量につ
いては過去の最高水準の半分の水準でしかない。小豆島オリーブ産業は復活の緒についたとこ
 















































































 小豆島素麺が 400 年続いてきた理由はどこにあるのであろうか。ヘーゲルのように「理性的
なものは現実的であり、現実的なものは理性的である」とまではいいきれない。しかし、400
年続いているからには、その存在の合理的根拠があるはずである。単純に考えても、日本が資
本主義の歩みを始める前から存続していたのであるから、資本の論理で、少なくとも資本の論
理だけで存続してきたわけではない。端緒に立ち返ると、これまで述べてきたように小麦、水、
塩、ゴマ油等の原材料が島に揃っていた、また気候風土が素麺づくりに適していたことがあげ
られよう。こうした「もの」的要素だけでなく、「ひと」的要素としては農家の農閑期の作業と
して始まり、そうした意味ではフェルミエであった。つまり農家の家内工業として始まり、現
在でも家内工業として「島の光」は生産されている。また、製法は三輪から持ち帰られたもの
でありながら、当然小豆島の気候風土に合わせて捏ね方、熟成の回数・方法、ごま油の塗布、
他さまざまな点で「改良」が重ねられたと想像される。さらにこうした技術が「地域」に空気
のように伝播していった点が重要である。三木代表理事にうかがったことでは小豆島手延素麺
協同組合では製造技術にかかわる講習は行っておらず、技術は家族内で相伝あるいは「ご近所
同士の付き合い」で形成されているという。したがって、小豆島素麺は「地域化した産業」の
賜物といえよう。地域の産業は特産品、気候風土だけで成り立っているのではなく、家族、地
域という「互酬・互恵原則」を不可欠にしているのである。この「互酬・互恵原則」はもちろ
ん生活全般にかかわるもので、当然「仕事」も本来この原則が貫徹すべきものである。井上智
博誠耕園園主が自社の経営資源の中で祖父、尊父、母堂から受け継いだことを大切にされてい
るのも、社内の人材育成で「仕事の意義を腹の中に落とし込む」必要を強調されていたのも家
族、地域、「互酬・互恵」の重要性に慮ってのことと想像される。 
 グローバル化が進めば、グローバルシティの「繁栄」以上に地域が疲弊する。またすでに高
齢化が都市部より郡部の方で進んでいるというなかで、地域の再生はその地域がこれまで営々
に存続してきた要因をあらゆる部面で探し出し、その資源を生かす方法を知恵を出しあって考
え出していくことが肝心要となるであろう。そのことを小豆島から学んだ。 
